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1．はじめに   

最も単純な秘書問題は，以下のように記述できる．ある雇用者が1人の秘書を採用するために面接を行い，これに  

応募してきたn人に毎時1人ずつ面接を行う．雇用者は，全応募者の中で最良の応募者を採用したいと考えてお  

り，実際に採用した応募者が最良（best）のとき成功とみなす．このとき，成功確率を最大にする政策とその下で  

の成功確率を求める問題が古典的秘書問題である・ただし，雇用者は，最良の応募者から♪捌こ1，2，…，れと順位付  

けすることができ，面接を行ったら直ちにその応募者を採用するかまたは採用せずに次の応募者を面接するかを  

決定しなければならない・採用するか否かの意思決定は，応募者の相対順位（今まで面接した中での順位）にのみ  

依存して行い，一度不採用にした応募者は，後で採用することができない・もし（和一1）番目の応募者まで採用し  

ないならば，必ず最後の応募者を採用しなければならないものとする．ニこでは，相対順位1の応募者を候補者  

と呼ぶことにする．この問題においてmが十分に大きい場合の最適政策は，最初のe－1r乙人の応募者を採用せず，  

それ以降に出現する最初の候補者を採用することである．ニの政策下での成功確率もまたe－1に近づく．   

この論文では，l人だけ採用することができ，採用した応募者が最良（best）または2番目に良い（2ndbest）と  

き，成功とみなす・ここでは，相対順位1（2）の応募者を摸補者1（2）と呼び．区別する必要がない場合は単に  

候補者と呼ぷ．また，応募者数〃が確率変数で区間巨丁も，，l】上の一様分布に従うものとして問題を考察する．ただ  

し，m，nは，与えられた正整数でm≦nを満足する．m＝1の場合は，既にPresmanandSoninによって研究  

されている．m＝乃の場合は，古典的秘書問題に他ならない．このように我々の問題は，古典的秘書問題と従来  

考えられていた一様分布の問題を特殊な場合として包含するものであり，この意味でこの一様分布を一般化され  

た一様分布と呼ぷ．一般化された一様分布においても，最適政策は，閥値ルール（thresho】drule）となることが示  

された．  

2．定式化  

応募者数〃が有限な確率変数で，分布pr＝P（Ⅳ＝γ〉，1≦r≦mをもつの場合の最適方程式は以下のように与  
えられる．また，汀ー＝∑；＝rpたとおく・  

ム（γ）＝maX（〟（γ），／月（r））， 五＝1，2，1＜r＜乃  

ただし  
㌻恥（2た嶋γ－1）  

た（た－1）’  

建 
紬＝ 真言㌫，  
押）＝廻一堂                       イr 汀 

汀鳥肌（鬼）＋ム（可】  

た（た－1）（た－2）  r  

鳥＝r＋1  

ここで  

／i（r）：r番目の応募者が候補者宜，i＝1，2のとき，以後最適にふるまって成功する確率・  

〟（r）：r番目の応募者が候補者宜，ま＝1，2のとき．その人を採用して成功する確率・  

／月（r）：㌻番目の応募者が候補者のとき，その人を採用せず以後最適にふるまって成功する確率・  
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3・Ⅳが匝河上の「様分布に従うケース  

これ以降は，応募者数〃が匝，河上の一様分布に従うも■のとして問題を考察する・このとき，pたは以下のように  
なる．  

m≦た≦れ   

1≦鳥＜m  

m－m＋1’  

0，  

補題1〟（r），i＝1，2は，rについて非減少関数である．  

補題2／㌔（r）≧〟（r），1≦r≦m．  

捕麺3a β2を以下のように定義する．  

3（几－r＋1）ご  
0
 
 
 

＞
一
 
 

l
γ
化
 
 

－∑   
七＝r  

1＜r＜m：  

ml＜r＜m：  

2Tl  
β2＝nlln  

一去≧0  

（ii），ム（r）＝〟（r）．  

3（r－1）（乃－m＋1）  

2rも（れⅧ・－1‘）   

このとき，β2≦rに対して次式が成立する・（i），Jl（r）＝／押り，  
、補題3b β1を以下のように定義する．  
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このとき・βl＜β2であ争ならば‥Sl≦r≦β2－1に対して次式が成立する・（i），Jl（r）＝〟（r），  

（ii），ム（r）＝／．月（け  

補題3c l≦r＜町に対して次式が成立する・（i），Jl．（r）＝／尺（r），（ii），J2（r）＝7月（γ）．  

補題4 β1≦β2，β1≠1  

定理・最適政策は，閣値（β1，β2）の閉値ルールとなる・すなわち，正整数βl，β2が存在して，最初の（β1－1）人の  

応募者を採用せずi51以降に出現する最初の候補者1を採用する．ただし，もし候補者1が出現しないならば，β2  

以降に出現する最初の候補者を採用することである．  

補題5 最適政策下での成功確率Vは以下のように与えられる．   
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